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お
け
る
言
語
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（Fishm

an 1991
;D

auenhauer &
 D

auenhauer 1998

な
ど
）。

こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
固
有
の
信
念
・
感
情
と
、
言
語
学
者
や
政
府
役
人

と
い
っ
た
外
部
の
人
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
信
念
・
感
情
の
間
の
言
語

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
争
点
を
同
定
す
る
も
の
で
あ
る
（K

roskrity 2009

）。

特
に
着
目
し
た
い
の
が
、
再
活
性
化
の
目
標
や
動
機
だ
け
で
な
く
、
当
該

集
団
・
個
人
が
ど
の
よ
う
に
自
身
や
自
文
化
・
自
言
語
を
認
識
し
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
も
重
要
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
（Grenoble 

&
 

W
haley 

2006
:170︲1

）。

　

と
こ
ろ
が
、
と
り
わ
け
国
家
や
民
族
集
団
と
結
び
つ
か
な
い
よ
う
な
少

1
　
言
語
の
危
機
・
再
活
性
化
と
「
言
語
」
の
捉
え
方

　

世
界
の
数
多
く
の
言
語
が
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
に
警
鐘
が

鳴
ら
さ
れ
て
久
し
い
。
言
語
の
消
滅
に
は
、
政
治
的
要
因
や
経
済
的
要
因

な
ど
、
複
数
の
要
因
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
。
言
語
意
識（

1
）も
そ
の
一

つ
で
あ
り
、
言
語
維
持
・
シ
フ
ト
研
究
の
初
期
の
段
階
か
ら
研
究
対
象
に

含
ま
れ
て
い
た
（Fishm

an 1964

）。
ま
た
、
否
定
的
な
言
語
意
識
は
言

語
を
「
死
」
に
至
ら
せ
る
主
要
な
要
因
と
し
て
、
言
語
危
機
の
モ
デ
ル
に

も
組
み
込
ま
れ
て
き
た
（T

sunoda 

﹇2005

﹈ 2006
:33︲4

）。
一
方
、
言

語
再
活
性
化
研
究
で
も
、
言
語
の
再
活
性
化
を
め
ざ
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

論
説フ

ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ネ
地
方
に
お
け
る

フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
言
語
運
動
と
言
語
意
識

佐
野
彩
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な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
復
興
活
動
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た

（
佐
野2013

:172︲3

）。

　

本
研
究
で
は
、
話
者
に
よ
っ
て
一
つ
の
言
語
と
し
て
同
定
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
ば
に
対
す
る
言
語
意
識
が
「
文
化
遺
産
」
と
し
て
の
言
語
の

再
活
性
化
運
動
が
行
わ
れ
る
な
か
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
言
語
学
的
に

切
り
取
ら
れ
た
「
一
つ
の
言
語
」
が
話
者
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
か
を
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ネ
地
方（

2
）に
お
け
る
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ

ァ
ン
ス
語
（francoprovençal

）
の
事
例
を
も
と
に
考
察
す
る
。

2
　
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
言
語
運
動
と
リ
ヨ
ネ
地
方

2-

1
　
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
と
そ
の
言
語
運
動

　

フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
に
ま

た
が
る
地
域
の
ロ
マ
ン
ス
系
言
語
で
あ
る
（
地
図
1
お
よ
び
2
）。
一
八

七
三
年
に
イ
タ
リ
ア
の
言
語
学
者
ア
ス
コ
リ
に
よ
っ
て
存
在
が
指
摘
・
命

名
さ
れ（

3
）、
音
韻
的
特
徴
に
よ
っ
て
隣
接
す
る
オ
イ
ル
語
（
フ
ラ
ン
ス

語
）
と
オ
ッ
ク
語
（
オ
ク
シ
タ
ン
語
）
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
そ
の
言
語
境

界
は
地
理
的
境
界
や
政
治
・
行
政
的
境
界
と
は
一
致
せ
ず
、
フ
ラ
ン
コ
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
と
一
致
す
る
地
域
を
支
配
し
た
国
家
や
民
族
集
団
も
な

い
。
ま
た
、
標
準
語
や
正
書
法
が
な
く
、
存
在
す
る
の
は
数
多
く
の
地
域

変
種
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
文
化
省
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
諸
言
語
の
一

数
言
語
の
場
合
、
言
語
の
出
自
や
名
称
、
明
確
な
境
界
が
話
者
に
意
識
さ

れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
言
語
が
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
が
認
識

さ
れ
、
維
持
・
再
活
性
化
が
め
ざ
さ
れ
る
と
き
に
初
め
て
そ
れ
ら
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
あ
る
言
語
に
名
称
を
与
え
て
境
界
を
引
き
、

そ
れ
が
話
さ
れ
る
領
域
と
話
者
を
他
か
ら
区
別
す
る
こ
と
は
政
治
性
を
帯

び
る
問
題
で
あ
る
。
あ
る
言
語
に
複
数
の
呼
称
が
存
在
し
、「
言
語
」
の

捉
え
方
を
め
ぐ
る
言
語
運
動
内
の
対
立
が
用
い
る
呼
称
に
表
れ
る
こ
と
も

稀
で
は
な
い
。
自
分
た
ち
が
守
ろ
う
と
す
る
「
一
つ
の
言
語
」
の
同
定
を

め
ぐ
っ
て
困
難
な
状
況
に
直
面
す
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
先
住
民
の
権
利
や
言
語
・
文
化
多
様
性

に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
消
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
言
語
を
記
録
す
る
必

要
性
が
言
語
学
者
や
国
際
機
関
な
ど
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
ま
で
一
つ
の
言
語
と
し
て
同
定
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
ば
が

言
語
学
者
に
よ
っ
て
調
査
・
記
述
さ
れ
て
一
つ
の
数
え
ら
れ
る
言
語
と
な

り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
含
む
世
界
各
地
で
数
え
ら
れ
る
言
語
の
数
が
増
加
す

る
と
い
う
逆
説
的
な
現
象
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
佐

野2013
:153︲68

）。
言
語
学
的
方
法
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
、
話
者
や
言

語
が
使
わ
れ
る
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
言
語
は
、
母
語
話
者

集
団
と
結
び
つ
か
な
い
「
文
化
遺
産
」
と
し
て
政
府
な
ど
に
よ
っ
て
保
護

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
（
佐
野2013

:164︲7

）、
一
方
、
話
者
（
す
で
に
母

語
話
者
で
は
な
い
）
も
「
文
化
遺
産
」
と
な
っ
た
言
語
の
ま
わ
り
に
新
た



地図 1　フランスの言語地図

※ Bert & Costa （2009） p. 13の地図をもとに作成

地図 2　フランコプロヴァンス語圏

※ Bert & Costa （2009） p. 14の地図をもとに作成
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部
分
に
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
村
な
ど
の
限
ら
れ
た
地
理
的
範
囲
の
こ
と

ば
を
指
す
「
パ
ト
ワ
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
（M

artin 1991

）。「
パ
ト
ワ
」

は
、「
劣
っ
た
田
舎
こ
と
ば
」
と
い
っ
た
軽
蔑
的
な
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

特
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
伴
わ
れ
る
普
通
名
詞
で
あ
る
。
自
分
た
ち
が
話
し
て

い
る
「
パ
ト
ワ
」
の
出
自
や
境
界
が
話
者
に
と
っ
て
問
題
に
な
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
以
降
、
中
央
集
権
的
な
言
語
政
策
に

よ
っ
て
地
方
の
言
語
が
抑
圧
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
で

つ
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
国
民
教
育
省
に
は
依
然
、
地
域
語
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏

の
大
部
分
は
、
ロ
ー
ヌ
・
ア
ル
プ
地
域
圏
（
二
〇
一
五
年
現
在
）
と
い
う

地
方
行
政
区
分
に
含
ま
れ
る
が
、
二
〇
〇
九
年
、
オ
ク
シ
タ
ン
語
と
と
も

に
地
域
圏
の
地
域
語
と
し
て
認
知
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
言
語
学
者
に
よ
っ
て
一
つ
の
言
語
と
し

て
同
定
さ
れ
た
も
の
の
、「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と
い
う
言
語

の
名
称
も
存
在
も
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
に
暮
ら
す
人
々
の
大
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動
の
歴
史
も
長
い
。

2-

2
　
リ
ヨ
ネ
地
方
の
言
語
運
動

　

一
方
、
本
研
究
が
対
象
と
す
る
リ
ヨ
ネ
地
方
（
地
図
2
）
を
含
む
そ
の

他
の
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
で
は
サ
ヴ
ォ
ワ
地
方
の

よ
う
な
地
域
主
義
運
動
は
見
ら
れ
ず
、
言
語
運
動
の
進
展
は
さ
ら
に
遅
れ

る
。
リ
ヨ
ネ
地
方
に
は
強
い
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
な
く
、
リ
ヨ

ン
と
サ
ン
テ
チ
エ
ン
ヌ
と
い
う
大
都
市
に
挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て

伝
統
文
化
も
早
く
か
ら
失
わ
れ
た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、

い
く
つ
か
の
村
で
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
す
る
。

二
〇
〇
三
年
に
は
言
語
運
動
に
携
わ
る
団
体
・
個
人
の
連
盟
「
リ
ヨ
ネ
地

方
の
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
友
の
会
（Les A

m
is du Francopro-

vençal en Pays Lyonnais

）」（
以
下
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｌ
）
が
設
立
さ
れ
、
フ
ラ

ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
の
他
地
方
の
運
動
と
の
関
係
構
築
を
図
る
。
そ

し
て
二
〇
〇
七
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
の
話
者
が
一
堂

に
会
す
る
年
一
度
の
機
会
で
あ
る
国
際
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
祭
を

主
催
す
る
な
ど
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
運
動
の
表
舞
台
に
登
場

し
て
い
く
。

　

リ
ヨ
ネ
地
方
は
伝
統
的
に
農
畜
産
業
が
さ
か
ん
な
地
域
だ
が
、
一
九
五

〇
、
六
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
農
畜
産
業
の
近
代
化
・
機
械
化
は
、
小
規
模

な
農
家
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
方
法
で
営
ま
れ
て
き
た
農
村
社
会
を
変
動
さ

も
、
早
い
村
で
は
初
等
教
育
が
普
及
し
た
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
残
り
の

村
で
も
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
た
一
九
一
八
年
以
降
、
子
ど
も
の
第

一
言
語
が
フ
ラ
ン
ス
語
に
移
行
す
る
（T

uaillon 1988
:201︲2

）。
第
二

次
世
界
大
戦
後
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
域
語
の
復
権
は
地
域
主
義
運

動
と
結
び
つ
き
な
が
ら
進
ん
で
い
く
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン

ス
語
圏
で
は
七
〇
年
代
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
と
国

境
を
接
す
る
サ
ヴ
ォ
ワ
地
方
（
地
図
2
の
サ
ヴ
ォ
ワ
と
オ
ー
ト
・
サ
ヴ
ォ

ワ
）
で
言
語
文
化
団
体
の
活
動
や
地
域
語
教
育
運
動
が
進
展
し
始
め
る
。

七
〇
年
代
の
サ
ヴ
ォ
ワ
地
方
で
は
リ
ヨ
ン
を
中
心
と
す
る
ロ
ー
ヌ
・
ア
ル

プ
地
域
圏
か
ら
分
離
し
て
サ
ヴ
ォ
ワ
地
域
圏
を
創
設
し
、
政
治
的
・
経
済

的
自
決
を
求
め
る
運
動
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
一
八
六
〇
年
の

フ
ラ
ン
ス
併
合
ま
で
の
歴
史
、
国
境
を
越
え
る
山
岳
地
域
の
生
活
様
式
、

そ
し
て
彼
ら
の
言
語
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
サ
ヴ
ォ
ワ
地
方
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
伝
統
文
化
の
収
集
活
動
も
始
ま
り
、
言

語
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
い
た
。
た
だ
、

こ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
の
一
部
の

「
サ
ヴ
ォ
ワ
の
言
語
」
で
あ
り
、「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
で
は
な

か
っ
た
（Pivot 

2014
:223︲4

）。
そ
し
て
、
歴
史
・
地
理
的
に
つ
な
が

り
が
深
く
、
国
境
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
の
フ
ラ
ン
コ

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
の
言
語
団
体
と
の
国
境
を
越
え
る
交
流
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
概
し
て
話
者
が
比
較
的
多
く
、
言
語
運
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述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
一
つ
の
言
語
と
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
言
語

が
「
文
化
遺
産
」
と
し
て
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
佐
野2013

）。

リ
ヨ
ネ
地
方
の
言
語
運
動
の
進
展
も
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
。

2-

3
　
リ
ヨ
ネ
地
方
の
人
々
の
言
語
意
識
に
関
す
る
先
行
研
究

　

リ
ヨ
ネ
地
方
の
周
辺
に
暮
ら
す
話
者
の
言
語
意
識
を
調
査
し
た

Charpigny

（1987

）
に
よ
れ
ば
、「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と

い
う
名
称
は
回
答
者
の
ほ
ぼ
全
員
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
パ
ト
ワ
」
は

言
語
未
満
の
こ
と
ば
と
さ
れ
、
後
進
性
や
（
軽
蔑
的
な
意
味
で
の
）
農
民

性
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
一
方
、
過
ぎ
去
っ
た
過
去
や
そ
の
風
俗
、
文
化

的
遺
産
の
価
値
が
高
ま
り
、
地
域
語
の
価
値
も
高
ま
る
萌
芽
が
見
ら
れ
た

が
、
少
数
の
教
養
層
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
リ
ヨ
ネ
地
方
の
一
つ

の
村
に
焦
点
を
当
て
たRivoire

（﹇2003

﹈ 2007

）
で
は
、「
フ
ラ
ン
コ

プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と
い
う
名
称
も
地
域
語
の
出
自
も
依
然
と
し
て
知
ら

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
村
の
歴
史
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
部
、
あ
る

い
は
地
域
の
遺
産
と
し
て
地
域
語
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。Bert &

 Longre

（2007

）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
代

半
ば
を
過
ぎ
て
も
、
リ
ヨ
ネ
地
方
を
含
む
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏

西
部
の
地
域
で
は
「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と
い
う
名
称
も
地
理

的
範
囲
も
話
者
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
地
域
語
振
興
運
動

せ
た
。
伝
統
的
な
農
畜
産
業
に
関
連
す
る
語
彙
の
多
く
が
土
地
の
具
体
的

な
事
物
や
現
象
と
密
接
に
結
び
つ
く
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
で
あ
っ

た
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
か
つ
て
の
農
畜
産
業
の

現
場
の
言
語
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
第
一
言
語
と
す
る
世
代
が
地
域
語
を
話

し
始
め
る
場
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
伝
統
的
な
社
会
・
暮
ら
し
全
体
が
変

化
し
、
世
代
や
家
庭
を
越
え
て
人
々
が
集
う
場
が
減
り
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ

ヴ
ァ
ン
ス
語
が
話
さ
れ
る
場
も
失
わ
れ
る
。
ま
た
六
〇
年
代
以
降
減
少
し

て
い
た
人
口
は
、
七
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
再
び
増
え
始
め
（M
aury 

&
 

Gilbert 
2013

）、
外
か
ら
の
人
口
の
流
入
が
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン

ス
語
話
者
の
高
齢
化
に
加
え
て
、
そ
の
人
口
に
対
す
る
割
合
を
一
層
下
げ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
九
〇
年
代
以
前
か
ら
続
く
社
会
的
変
化

を
背
景
に
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
言
語
団
体
の
活
動
が
始
ま
る
土
壌
が
準
備
さ
れ

た
と
言
え
よ
う
。

　

九
〇
年
代
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
地
域
語
・
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
が

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
な
る
（
鶴
巻2002

:196

）。
近
代
の
価
値
・
思
考

体
系
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
、
経
済
・
社
会
変
動
に
起
因
す
る
危
機
、

移
動
の
増
加
等
に
よ
る
共
同
体
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
等
を
背
景

に
、
文
化
的
な
遺
産
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
注
目
さ
れ
、
か
つ
て
は
日
常
の

平
凡
な
も
の
で
あ
っ
た
事
物
や
出
来
事
、
現
象
、
場
ま
で
が
急
速
に
遺
産

化
さ
れ
、
象
徴
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（D

i 
M

éo 
2008

）。
ま
た
、
前
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具
体
的
に
は
、
次
の
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。
第
一
に
、
フ
ラ

ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
衰
退
と
言
語
運
動
の
進
展
の
背
景
に
は
ど
の
よ

う
な
言
語
意
識
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
。
第
二
に
、
言
語
運
動
に
携
わ
る

人
々
は
な
ぜ
活
動
に
参
加
し
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
彼
ら
に
と
っ
て
言
語
は

重
要
な
の
か
。
第
三
に
、
言
語
意
識
の
変
化
は
言
語
の
再
活
性
化
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
。

3-

2
　
方
法
と
デ
ー
タ

　

主
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
質
的
に
分
析

す
る
。
ま
た
、
言
語
団
体
の
活
動
の
参
与
観
察
記
録
、
言
語
団
体
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
刊
行
物
等
の
資
料
、
新
聞
記
事
等
も
参
照
す
る
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
か
ら
九
月
お
よ
び
一
五
年

三
月
に
実
施
し
、
言
語
団
体
の
活
動
の
参
与
観
察
を
行
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
言
語
団
体
の
定
例
会
（
四
回
）・
納
会
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｌ
総
会
、
舞
台
公

演
、
高
齢
者
施
設
等
で
の
出
張
公
演
（
二
回
）
等
で
あ
る
。
ま
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
お
よ
び
一
四
年
五
月
か
ら
九
月
、
一

五
年
三
月
に
、
計
三
十
六
名
に
対
し
て
実
施
し
た
。
三
十
四
名
は
言
語
団

体
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
（
い
た
）
人
で
あ
る
。
団
体
の
世
代
構
成
を

反
映
し
て
ほ
と
ん
ど
が
六
〇
代
か
ら
八
〇
代
だ
が
、
三
〇
代
、
四
〇
代
の

協
力
者
も
各
一
名
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
残
り
の
二
名
（
五
〇
歳
前
後

お
よ
び
三
〇
歳
前
後
）
は
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
に
関
連
す
る
音

の
影
響
で
ご
く
一
部
の
人
々
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
、
村
や
地
方
よ
り
も
広

い
地
域
的
共
同
体
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
帰
属
意
識
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
し
か
しPivot

（2014

）
で
は
、
ロ
ー

ヌ
・
ア
ル
プ
地
域
圏
が
ロ
ー
カ
ル
な
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン

コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
を
地
域
圏
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴
・
遺
産

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
各
地
の
言
語
団
体
が
求
め
て
い
る

の
は
依
然
、
村
レ
ベ
ル
で
の
言
語
的
遺
産
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

3
　
研
究
課
題
と
方
法

3-

1
　
研
究
課
題

　

以
上
を
踏
ま
え
て
本
研
究
で
は
、
一
つ
の
言
語
と
し
て
同
定
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
言
語
運
動
に
お
け
る
言
語
意
識

の
変
化
と
そ
の
運
動
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
リ
ヨ
ネ
地
方
の
言
語
運
動
に

携
わ
る
人
々
を
対
象
に
考
察
す
る
。
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と
ば
と
み
な
さ

れ
て
き
た
「
パ
ト
ワ
」
が
「
文
化
遺
産
」
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
、
言
語
意
識
と
運
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、「
パ
ト
ワ
」
が
言
語
学
的
に
同
定
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
コ
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と
い
う
国
境
を
越
え
る
一
つ
の
言
語
で
あ
る
こ
と
は
、

言
語
運
動
に
携
わ
る
人
々
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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4
　
リ
ヨ
ネ
地
方
に
お
け
る
言
語
運
動
に
携
わ
る 

　
　
　
人
々
の
言
語
意
識

4-

1
　
社
会
言
語
学
的
状
況
の
変
遷
と
言
語
意
識

　

リ
ヨ
ネ
地
方
で
は
両
大
戦
間
期
を
中
心
と
す
る
時
代
に
、
フ
ラ
ン
コ
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
が
家
庭
で
継
承
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
す
で
に
学
校
で
の
使

用
が
禁
止
さ
れ
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
を
話
す
の
は
「
恥
」
と
捉

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
良
く
な
い
こ
と
ば
」
と
い
う
否
定
的
な
言
語

意
識
を
子
ど
も
た
ち
が
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
地
域
語
は
軽

蔑
的
な
意
味
で
の
農
民
性
や
後
進
性
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
し
て
彼
ら

が
親
に
な
る
と
、
自
分
の
子
ど
も
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
話
す
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
大
人
の
間
で
は
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
が

話
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
前
後
に
な
る
と
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ

ァ
ン
ス
語
は
決
ま
っ
た
相
手
と
の
私
的
領
域
で
の
使
用
に
限
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
村
で
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
く
な
る
。
農
村
社
会
が
変
動
す
る

な
か
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
消
え
て
い
く
も
の
、
忘
却
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
九
〇
年
代
に
な
っ
て
地
域
語
の
イ
メ
ー
ジ
が
肯
定
化
し
、

「
文
化
遺
産
」
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
リ
ヨ
ネ
地
方
で
も
フ
ラ

ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
が
肯
定
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
い
く
つ
か

の
村
で
「
パ
ト
ワ
」
の
サ
ー
ク
ル
が
生
ま
れ
、
概
し
て
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ

楽
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
協
力
者
に
は
、
周
囲

の
大
人
が
話
す
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
を
日
常
的
に
聞
き
な
が
ら
育

ち
、
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
話
し
始
め
た
後

発
的
話
者
が
多
い
。
言
語
能
力
が
限
ら
れ
る
半
話
者
も
い
る
。
リ
ヨ
ネ
地

方
は
伝
統
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
が
厚
く
、
政
治
的
に
は
保
守
的
傾
向

が
強
い
。
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
話
者
と
言
語
団
体
の
会
員
は
、

代
々
リ
ヨ
ネ
地
方
で
暮
ら
し
て
き
た
農
畜
産
業
関
係
者
が
多
い
と
さ
れ
る
。

た
だ
し
農
畜
産
業
以
外
の
職
業
に
従
事
し
て
い
る
（
い
た
）
人
、
リ
ヨ
ネ

地
方
の
外
に
生
活
の
拠
点
を
置
く
人
も
お
り
、
特
に
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
的

人
物
や
若
い
世
代
に
多
い
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

一
対
二
を
基
本
に
、
状
況
に
応
じ
て
一
対
一
あ
る
い
は
同
時
に
三
人
以
上

に
対
し
て
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
回
に
つ
き
一
時
間
か
ら
一
時
間
半
を

目
安
と
し
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
時
間
以
上
に
及
ん
だ
。
具
体
的
に

は
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
使
用
歴
を
尋
ね
た
上
で
、
①
言
語
団

体
の
活
動
へ
の
参
加
動
機
、
②
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
や
感
情
、
価
値
観
の
変
化
、
③
言
語
境
界
意
識
と
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ

ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
へ
の
帰
属
意
識
、
用
い
る
言
語
の
名
称
と
い
う
観
点
か
ら

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
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一
つ
は
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
を
話
す
と
い
う
娯
楽
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
娯
楽
に
加
え
て
、
言
語
を
継
承
す
る
た
め
で
あ
る
。

（
1
）
娯
楽
の
た
め
の
活
動
　

―
　

言
語
へ
の
「
愛
着
」

　

フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
、
過
ぎ
去
っ
た
過
去
や
子
ど
も
時
代
の

思
い
出
、
両
親
を
は
じ
め
と
す
る
話
者
と
結
び
つ
い
て
い
る
。「
パ
ト
ワ

は
私
の
ル
ー
ツ
」（
七
〇
代
女
性
、
元
小
学
校
教
員
、
後
発
的
話
者
）、

「
私
た
ち
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
の
こ
と
ば
」（
八
〇
歳
前
後
女
性
、
農
畜
産

業
、
後
発
的
話
者
）
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
に
対
す
る
個

人
的
で
情
緒
的
な
「
愛
着
」
は
、
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
の
多
く
が
共

有
し
て
い
る
。

　

一
方
、
彼
ら
の
な
か
に
は
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
を
話
す
楽
し

み
や
他
の
参
加
者
と
の
ソ
リ
ダ
リ
テ
ィ
の
た
め
に
活
動
に
参
加
す
る
も
の

の
、
言
語
の
継
承
に
は
消
極
的
な
人
も
い
る
。
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

語
は
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
否
定
的
な
言
語
意
識
も
残

存
し
て
お
り
、
村
に
は
話
せ
る
の
に
話
そ
う
と
し
な
い
人
も
い
る
と
指
摘

さ
れ
る
。
あ
る
女
性
（
七
〇
代
、
後
発
的
話
者
）
は
、
村
で
話
し
た
ら

「
ほ
と
ん
ど
気
が
変
に
な
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
」
の
で
グ
ル
ー
プ
の
外
で

は
話
さ
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
若
い
世
代
の
無
関
心
・
無
理
解
も
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
る
。
言
語
団
体
へ
の
参
加
は
「
余
暇
の
活
動
だ
っ
た
が
、
子

ど
も
た
ち
は
そ
の
よ
う
に
は
見
な
か
っ
た
。〔
…
…
〕
私
に
と
っ
て
何
の

役
に
も
立
た
な
い
と
言
い
な
が
ら
」
と
別
の
女
性
（
七
〇
代
、
後
発
的
話

ン
ス
語
の
会
話
を
楽
し
む
た
め
に
話
者
が
集
ま
っ
て
い
た
（Longre 

2002
:51

）。
二
〇
〇
三
年
に
前
述
の
連
盟
組
織
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｌ
を
設
立
す
る

こ
と
に
な
る
男
性
（
七
〇
代
、
元
高
校
教
員
、
後
発
的
話
者
）
は
し
ば
ら

く
リ
ヨ
ネ
地
方
を
離
れ
て
い
た
が
、
九
〇
年
代
に
な
っ
て
も
言
語
が
消
滅

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
驚
き
、
自
ら
の
村
で
言
語
団
体
を
立
ち
上
げ
る
。

「〔
話
者
で
あ
っ
た
〕
祖
母
と
同
じ
よ
う
に
、
言
語
も
死
ん
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
人
々
が
ま
だ
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
を
話
し
て
い
る
の
を
聞

い
た
。
だ
か
ら
、
団
体
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
。
同
時
に
あ
ち
こ
ち
で
団
体

が
で
き
て
い
た
。
つ
ま
り
は
そ
う
い
う
時
代
の
風
潮
だ
っ
た
」
と
彼
は
語

る
。「
社
会
が
非
人
間
的
に
な
る
ほ
ど
、
人
々
は
深
い
ル
ー
ツ
に
つ
な
が

る
よ
う
に
な
る
」（
七
〇
代
男
性
、
元
職
人
、
後
発
的
話
者
）、「
以
前
は

県
や
フ
ラ
ン
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
枠
が
あ
っ
た
が
、
目
印
と
な
る
枠

が
失
わ
れ
た
。〔
…
…
〕
世
界
が
広
が
り
、
境
界
が
な
く
な
っ
て
い
く
と
、

何
か
と
て
も
身
近
な
も
の
に
つ
な
が
る
必
要
が
出
て
く
る
の
だ
と
思
う
」

（
四
〇
代
男
性
、
会
社
員
、
半
話
者
）
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
が
変

動
す
る
な
か
で
ル
ー
ツ
や
身
近
な
も
の
の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
た
。

4-

2
　
言
語
団
体
へ
の
参
加
の
動
機
と
言
語
意
識

　

で
は
人
々
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
動
機
で
言
語
団
体
の
活
動
に
参

加
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
彼
ら
に
と
っ
て
言
語
が
重
要
な
の
だ
ろ

う
か
。
彼
ら
の
活
動
へ
の
参
加
の
動
機
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
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上
げ
た
男
性
（
七
〇
代
、
元
職
人
、
後
発
的
話
者
）
も
、
当
初
は
フ
ラ
ン

コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
を
「
聞
い
て
、
少
し
話
す
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

言
語
を
存
続
さ
せ
、
残
そ
う
と
す
る
た
め
の
団
体
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン

ス
語
は
継
承
に
値
す
る
も
の
、
継
承
す
べ
き
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

言
語
団
体
に
は
、
活
動
に
参
加
し
て
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
を
話

し
始
め
た
人
や
使
う
機
会
が
増
え
た
人
、
さ
ら
に
言
語
を
学
ん
で
い
る
人

も
お
り
、
団
体
は
言
語
再
活
性
化
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し

か
し
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
言
語
団
体
の
会
員
の
間
で
も
、
挨

拶
や
冗
談
な
ど
の
短
い
や
り
と
り
で
の
象
徴
的
使
用
に
限
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
。
言
語
の
将
来
は
悲
観
さ
れ
、
書
か
れ
た
も
の
や
音
声
、
映
像
な
ど

に
よ
っ
て
「
痕
跡
」
を
残
す
こ
と
が
現
実
的
な
継
承
と
し
ば
し
ば
み
な
さ

れ
る
。
一
方
、
伝
統
的
な
話
者
や
言
語
が
話
さ
れ
て
い
た
文
脈
か
ら
切
り

離
さ
れ
た
「
文
化
遺
産
」
と
し
て
「
痕
跡
」
を
継
承
す
る
意
義
を
疑
問
視

す
る
人
は
、
継
承
に
対
し
て
消
極
的
に
な
る
。「
聞
い
た
こ
と
も
話
し
た

こ
と
も
な
い
の
に
、
い
つ
か
こ
れ
ら
の
書
か
れ
た
痕
跡
に
興
味
を
持
つ
人

が
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
あ
る
女
性
（
七
〇
代
、
後
発
的
話
者
）
は
疑
問
を

投
げ
か
け
た
。

者
）
は
語
る
。
否
定
的
言
語
意
識
の
残
存
や
人
々
の
無
関
心
な
態
度
は
、

自
分
た
ち
に
と
っ
て
の
情
緒
的
価
値
以
外
に
言
語
の
価
値
を
見
出
せ
ず
、

言
語
の
継
承
に
消
極
的
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

（
2
）
言
語
の
継
承
の
た
め
の
活
動
　

―
　

「
文
化
遺
産
」
と
し
て
の
言
語

　

自
ら
の
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、
言
語
の
継
承
も
め
ざ
し
て
活
動
に
参
加

し
て
い
る
人
は
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
に
対
す
る
愛
着
に
加
え
て
、

そ
れ
が
「
文
化
遺
産
」
で
あ
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
強
調
し
た
。「
文
化
遺

産
」
と
し
て
の
言
語
が
持
つ
、
個
人
的
な
情
緒
的
価
値
を
超
え
る
象
徴
的

価
値
が
言
語
の
継
承
を
め
ざ
す
こ
と
を
正
当
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
「
私
に
と
っ
て
は
遺
産
、
私
た
ち
の
遺
産

に
含
ま
れ
る
。
古
い
教
会
や
家
の
よ
う
な
も
の
」（
七
〇
代
男
性
、
元
職

人
、
後
発
的
話
者
）
で
あ
り
、「〔
遺
産
と
は
〕
宗
教
的
な
も
の
で
あ
れ
、

文
化
的
な
も
の
で
あ
れ
、
何
で
あ
れ
、
私
た
ち
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

〔
…
…
〕〔
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
〕
保
護
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

遺
産
」（
七
〇
代
男
性
、
元
工
員
、
後
発
的
話
者
）
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
く
べ
き
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　

村
の
青
年
文
化
会
館
（
Ｍ
Ｊ
Ｃ
）
の
活
動
の
一
環
と
し
て
一
九
九
七
年

頃
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
男
性
（
四

〇
代
、
会
社
員
、
半
話
者
）
は
、
当
初
は
世
代
を
つ
な
ぐ
目
的
の
娯
楽
的

活
動
と
し
て
始
め
た
が
、
そ
の
後
、
言
語
の
継
承
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
別
の
村
の
グ
ル
ー
プ
を
二
〇
〇
六
年
に
立
ち



言語社会　第 10号　　194

語
と
は
異
な
る
言
語
で
あ
り
、
し
か
も
国
境
を
越
え
る
言
語
で
あ
っ
た
こ

と
は
言
語
意
識
を
大
き
く
変
え
た
。
Ｍ
Ｊ
Ｃ
の
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た

前
述
の
男
性
は
「
自
分
を
別
の
次
元
に
連
れ
て
い
っ
た
。
最
初
は
本
当
に

パ
ト
ワ
は
ロ
ー
カ
ル
な
小
さ
な
こ
と
ば
だ
と
思
っ
て
い
た
。〔
…
…
〕
そ

れ
が
〔
言
語
と
し
て
の
〕
構
造
を
備
え
た
、
と
て
も
古
い
歴
史
の
あ
る
も

の
だ
っ
た
の
だ
」
と
語
っ
た
。
そ
し
て
娯
楽
か
ら
真
剣
に
継
承
に
取
り
組

む
べ
き
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
パ
ト
ワ
」
が
「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と
い
う

一
つ
の
言
語
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
語
の
価
値
を
高
め
、「
文
化
遺
産
化
」

と
と
も
に
、
言
語
が
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
過
去
の
文
脈
か
ら
切
り

離
し
、
言
語
の
継
承
を
社
会
的
に
も
、
ま
た
自
ら
に
対
し
て
も
正
当
化
す

る
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
る
。

4-

4
　
知
識
と
し
て
の
「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と 

　
　
　
　
　「
パ
ト
ワ
」
意
識
の
継
続

　

し
か
し
、「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
も
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
へ
の
帰
属
意
識
は
弱
く
、
言
語
境

界
意
識
も
一
様
で
は
な
い
。
リ
ヨ
ネ
地
方
の
人
々
が
他
の
地
方
の
話
者
と

顔
を
合
わ
せ
、
他
の
地
域
変
種
に
触
れ
る
機
会
は
概
し
て
、
年
一
度
の
国

際
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
祭
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
主
な
使
用
言

語
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
上
、
参
加
者
が
交
流
す
る
時
間
も
限
ら
れ
て
い

4-
3
　
言
語
の
捉
え
方 

　
　
　
　
　
　

―
　

「
パ
ト
ワ
」
か
ら
「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
へ

「
パ
ト
ワ
」
が
言
語
学
者
に
認
知
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

語
」
と
い
う
国
境
を
越
え
る
「
一
つ
の
言
語
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
地
域

語
に
対
す
る
言
語
意
識
を
大
き
く
変
え
た
と
、
と
り
わ
け
言
語
の
継
承
の

た
め
に
活
動
し
て
い
る
人
は
語
る
。

　

フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
が
日
常
的
に
話
さ
れ
る
環
境
で
育
っ
た
人

は
、「
パ
ト
ワ
」
を
フ
ラ
ン
ス
語
と
同
様
に
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
ば
と
み
な
し
て
い
た
。
し
か

し
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
よ
う
な
書
き
こ
と
ば
や
文
法
が
な
い
不
完
全

で
、
限
ら
れ
た
地
域
で
話
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
ば
と
考
え
て
い
た
。

あ
る
男
性
（
八
〇
代
、
農
畜
産
業
、
後
発
的
話
者
）
は
「
私
た
ち
は
「
言

語
」
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
パ
ト
ワ
は
地
元
の
も
の
だ
っ
た
」
と
語

る
。

　

一
方
、
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
が
日
常
的
に
話
さ
れ
る
環
境
で
育

っ
て
い
な
い
人
は
、
土
地
の
こ
と
ば
を
「
崩
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
」（
四
〇

代
男
性
、
会
社
員
、
半
話
者
）
な
ど
と
み
な
し
て
い
た
と
い
う
。
あ
る
女

性
（
七
〇
歳
前
後
、
元
専
門
職
、
半
話
者
、
都
市
部
出
身
）
は
「
祖
母
が

〔
パ
ト
ワ
を
〕
話
し
た
と
き
、〔
パ
ト
ワ
の
〕
単
語
を
使
っ
た
と
き
、
パ
ト

ワ
で
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。〔
…
…
〕
祖
母
や
年
配
の
女
性
が
使
う

単
語
だ
と
思
っ
て
い
た
」
と
述
べ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
フ
ラ
ン
ス
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て
「
パ
ト
ワ
」
話
者
意
識
が
継
続
し
て
い
る
と
言
え
る
。

5
　
考
察

　

話
者
に
は
「
一
つ
の
言
語
」
と
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
コ
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
に
対
す
る
言
語
意
識
は
、
言
語
運
動
が
進
展
す
る
な
か
で

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
地
域
語
の
「
文
化
遺
産
化
」
と

「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と
い
う
言
語
の
名
称
と
概
念
の
普
及
は
、

言
語
運
動
に
携
わ
る
人
々
の
言
語
意
識
と
言
語
の
再
活
性
化
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
、
農
村
の
後
進
的
な
「
パ
ト
ワ
」
と
み

な
さ
れ
、
忘
却
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に

地
域
語
が
「
文
化
遺
産
」
と
し
て
社
会
的
に
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
地
域
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
弱
く
、
地
域
主
義
運
動
も
見

ら
れ
な
か
っ
た
リ
ヨ
ネ
地
方
で
も
言
語
運
動
が
進
展
し
始
め
た
。
人
々
は

フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
を
話
す
娯
楽
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
娯
楽
に

加
え
て
言
語
を
継
承
す
る
た
め
に
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
言
語
に
対
す

る
情
緒
的
で
個
人
的
な
「
愛
着
」
に
加
え
て
、
後
者
の
場
合
に
は
「
文
化

遺
産
」
と
し
て
の
象
徴
的
価
値
が
言
語
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
保
護
す

る
に
値
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
単
に
「
村
の
パ
ト
ワ
」

と
捉
え
ら
れ
て
い
た
地
域
語
が
「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と
い
う

る
。
祭
り
の
期
間
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
話
者
と
の
ソ
リ
ダ
リ
テ
ィ
は
高

ま
る
も
の
の
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
依
然
、
概
し
て
「
パ
ト
ワ
」
と
呼
ば
れ

る
。
同
じ
「
パ
ト
ワ
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
範
囲
は
村
か
ら
フ
ラ
ン
コ
プ

ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
全
体
ま
で
様
々
で
あ
る
が
、
リ
ヨ
ネ
地
方
の
周
辺
地
域

内
の
社
会
・
文
化
的
一
体
性
が
あ
る
程
度
意
識
さ
れ
て
い
る
範
囲
が
挙
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

一
方
、「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
は
学
者
の
用
語
と
み
な
さ
れ
、

一
部
の
人
を
除
い
て
「
パ
ト
ワ
」
の
言
語
的
位
置
づ
け
を
示
す
際
の
使
用

な
ど
に
留
ま
る
。「
フ
ラ
ン
ス
（
語
）」
と
「
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
（
語
）」
を

組
み
合
わ
せ
た
折
衷
的
名
称
は
話
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
結
び
つ

き
に
く
い
。
あ
る
男
性
（
七
〇
代
、
元
職
人
、
後
発
的
話
者
）
は
学
校
で

の
出
張
授
業
で
「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
は
パ
ト
ワ
、
私
た
ち
の
パ

ト
ワ
で
す
。
私
た
ち
の
こ
と
ば
で
、
私
た
ち
の
先
祖
が
話
し
て
い
た
こ
と

ば
で
す
」
と
強
調
す
る
と
い
う
。
人
々
が
情
緒
的
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い

る
の
は
「
パ
ト
ワ
」
で
あ
り
、「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
は
「
パ

ト
ワ
」
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
戦
略
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
は
言
語
運
動
が
進
展
す
る
な
か
で
外
部

か
ら
入
っ
て
き
た
専
門
的
知
識
で
あ
る
。
言
語
運
動
に
携
わ
る
人
々
の
知

識
体
系
に
一
定
の
変
容
を
も
た
ら
し
、
知
識
と
し
て
は
受
容
さ
れ
た
が
、

自
分
た
ち
の
言
語
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
は
「
パ
ト
ワ
」
で
あ
り
、
概
し
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さ
れ
て
「
一
つ
の
言
語
」
と
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
の

社
会
的
受
容
の
難
し
さ
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

社
会
的
潮
流
の
変
化
と
言
語
運
動
の
進
展
の
な
か
で
、
一
つ
の
言
語
と

し
て
同
定
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
言
語
が
「
文
化
遺
産
」
そ
し
て
「
一
つ
の

言
語
」
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
話
者
の
言
語
意
識
が
変
化
し
た
こ

と
は
、
言
語
を
再
び
話
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
味
で
の
再
活
性
化
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
も
の
の
、
言
語
運
動
を
進
展
さ
せ
る
要
因
で
あ
る
こ
と

を
本
研
究
の
事
例
は
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
運
動
に
携
わ
る
人
々
の
言

語
意
識
は
一
枚
岩
で
は
な
く
、
言
語
意
識
の
差
異
を
検
討
す
る
こ
と
で
言

語
運
動
に
マ
イ
ナ
ス
に
働
き
得
る
要
因
も
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
言
語
再

活
性
化
研
究
に
お
け
る
言
語
意
識
調
査
の
重
要
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ

る
。

　

な
お
、
本
研
究
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
協
力
者
は
「
村
の
パ
ト
ワ
」
の
後
発

的
話
者
が
中
心
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
に
は
地
域
語
を

本
な
ど
で
学
習
し
、
地
方
や
国
の
境
界
を
越
え
て
活
動
し
て
い
る
若
い
世

代
の
運
動
家
も
い
る
。
異
な
る
歴
史
・
社
会
的
文
脈
に
置
か
れ
て
い
る
フ

ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
圏
の
他
の
地
方
と
の
比
較
、
異
な
る
世
代
・
活

動
形
態
の
運
動
家
間
の
比
較
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

国
境
を
越
え
て
話
さ
れ
る
「
言
語
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
取
る
に
足
ら
な

い
こ
と
ば
か
ら
守
る
べ
き
こ
と
ば
へ
と
言
語
意
識
を
転
換
さ
せ
た
。「
文

化
遺
産
」
と
し
て
の
象
徴
的
価
値
と
「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と

い
う
「
一
つ
の
言
語
」
と
し
て
の
地
位
は
、
言
語
の
継
承
の
重
要
性
を
社

会
的
に
も
、
ま
た
自
ら
に
対
し
て
も
正
当
化
す
る
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
言
語
運
動
の
進
展
と
言
語
意
識
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
衰
退
は
進
ん
で
お
り
、
文
字
や
音
声
、
映

像
に
よ
っ
て
「
痕
跡
」
を
残
す
こ
と
が
現
実
的
な
継
承
で
あ
る
と
考
え
る

人
が
多
い
。
そ
れ
は
、
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
用
い
ら
れ
て
い

た
動
的
な
言
語
か
ら
、
記
録
と
し
て
固
定
化
さ
れ
、「
文
化
遺
産
」
と
し

て
象
徴
的
価
値
を
与
え
ら
れ
た
言
語
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、

伝
統
的
な
話
者
や
言
語
が
話
さ
れ
て
い
た
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
形
で

の
言
語
の
継
承
に
価
値
を
見
出
せ
な
い
人
は
そ
の
よ
う
な
形
で
の
継
承
は

望
ま
ず
、
言
語
運
動
内
部
で
言
語
の
継
承
・
再
活
性
化
に
対
す
る
態
度
に

溝
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
」
と
い
う
一
つ
の
言
語
の
存
在
は

知
識
と
し
て
知
ら
れ
、
言
語
運
動
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
自
分

た
ち
の
言
語
と
し
て
愛
着
が
あ
り
、
継
承
が
望
ま
れ
て
い
る
の
は
、
概
し

て
村
や
地
方
の
「
パ
ト
ワ
」
で
あ
る
。
歴
史
・
社
会
的
文
脈
か
ら
切
り
離
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（
1
）
言
語
意
識
は
、
言
語
や
言
語
行
動
に
対
す
る
何
ら
か
の
評
価
的
反
応
と
定

義
さ
れ
、
言
語
や
言
語
行
動
に
対
す
る
感
覚
的
・
感
受
的
反
応
、
意
見
・

信
念
、
評
価
の
結
果
の
現
れ
と
し
て
の
行
動
が
含
ま
れ
る
（
真
田
ほ
か

1992
:114

）。

（
2
）
リ
ヨ
ネ
地
方
（Lyonnais

）
は
本
研
究
で
は
、
リ
ヨ
ネ
山
地
を
中
心
に
、

後
述
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｌ
傘
下
の
言
語
団
体
が
所
在
す
る
範
囲
を
指
す
こ
と
と
す

る
。
リ
ヨ
ネ
山
地
は
、
東
西
に
約
二
十
、
南
北
に
約
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
広
が
る
な
だ
ら
か
な
山
地
で
あ
る
。

（
3
）
ア
ス
コ
リ
が
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
の
存
在
を
指
摘
し
た
の
は
イ
タ

リ
ア
の
政
治
的
統
一
後
ま
も
な
い
時
期
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
領
だ
っ
た
南

チ
ロ
ル
や
ト
リ
エ
ス
テ
な
ど
の
イ
タ
リ
ア
へ
の
「
回
収
」
が
め
ざ
さ
れ
て

お
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
併
合
さ
れ
た
サ
ヴ
ォ
ワ
（
フ
ラ
ン
コ
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス

語
圏
に
含
ま
れ
る
）
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
（
長
谷
川2002

:27︲8

）。

た
だ
し
、
ア
ス
コ
リ
に
よ
る
国
境
を
越
え
る
言
語
の
存
在
の
指
摘
が
ど
の

程
度
、
政
治
的
意
図
と
結
び
つ
い
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
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